
病気と闘わない農場づくり

～小規模農場の事例～

高橋とんとん診療所

高橋佐和子



日本で多い小規模農場

小規模でも…

✓ 疾病コントロールしやすい管理ができるのか？

✓ 効率的な作業ができるか？

✓ 成績を上げることができるのか？



(有)高橋畜産の概要

•母豚150頭の一貫生産

• SPF農場

• 3－7方式による生産管理

• 2017～18年に新農場建設

• 2017年10月～母豚導入、翌年8月～初回肉豚出荷

• 2018年 農場HACCP及びJGAP認証取得

•ブランド豚の生産、直売所



農場見取り図
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グループ生産システムの種類

２－１０（ツーテン）

３－７ （スリーセブン）
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※高橋畜産の例



旧農場子豚舎（連続飼養方式）

←８週齢の子豚

←６週齢の子豚

←５週齢の子豚

←４週齢の子豚

←洗浄・消毒中

←７週齢の子豚
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洗浄の時に水しぶきが飛んで豚にかかる



衛生管理

豚のステージに合わせた飼養管理ができる

洗浄・消毒が徹底できる
隣から病原体で汚染されるリスクが少ない

部屋で区切られていると…



グループ生産システム

メリット
➢小規模でもAIAOが実施でき、疾病リスクを下げることができる
➢グループ間で日齢差があるため、水平伝搬がおこりにくい
➢生まれる腹数が多くなるので里子が出しやすい
➢ワクチン接種、子豚の処置（去勢・断尾・鉄剤）などの作業の効率化
➢計画的に休みがとりやすい

デメリットまたは難しいところ
➢母豚の回転率が落ちることがある
➢交配が集中するため人工授精（AI）を取り入れる必要がある
➢グループ内の母豚数を一定に保つため繁殖候補豚の計画的な更新が必要
➢発情を同期化するため、ホルモン剤の投与が必要になることがある



農場のソフト面も大事

農場のルールを確実に守るための仕組み

マニュアルはすぐ見れるところに

部屋ごとの豚の月齢がわかると、作業動線にも気をつけることができる



高橋畜産の
飼養衛生管理マニュアル（一部）



継続的改善を図る仕組み
（農場HACCPの活用）

データ分析

生産成績検討会
（改善策立案・

検証）

HACCP会議（実行計画）

実行

PICS（くみあい養豚生産管理システム）

PigINFO・PigINFO Bio（ベンチマーキング）

データ解析

農場巡回

教育・訓練



ベンチマーキングで自分の農場の立ち位置を知る

動衛研PigInfoより

※例



一番の困難…人の意識を変えること

日常の飼養衛生管理の質の向上

病気と闘わない農場づくり

今後の課題
✓農場が古くなっても衛生度を高く保
つためには？

✓病気の侵入に備えた体制強化
✓抗菌薬の使用をさらに下げるには？

飼養衛生管理の怠りを抗菌薬の使用で補わない！


